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さて､ 83名中 ｢浴室は１階が良い｣ と答えたものは64名､ ｢どちらでもよい｣ が11名､ ｢浴室





｢浴室は１階が良い｣ と答えた理由を､ ５つの理由まで自由記入してもらった結果､ 自由記
入ではあるものの､ その理由をいくつかのパターンに分けることは可能であった｡ 図２には､
複数回答の結果をいくつかのグループに分類したものを示している｡ 64名中20名以上が答えた
ものの中に､ ｢１階にあるイメージ｣ というものと､ ｢公私を分ける｣ という項目がある｡ この
２つは､ それぞれ別のグループに分類したものの､ 実際の自由記入ではかなり近い内容を含ん
でおり､ 最も多い意見と考えられる｡ ｢１階にあるイメージ｣ に分類した意見には､ 浴室は自
分の家も友達の家も１階にあるものだという考えから､ お風呂が１階にあるのは当然だという
内容が多かった｡ また ｢公私を分ける｣ に分類した意見としては､ ｢１階は家族が使う部屋で､
２階は寝るための部屋｣ や ｢２階にお風呂があるとプライバシーが無い｣ ｢お風呂は家族がみ





















ク (昭和39年) の準備にあたり､ ホテルへの大量の浴室設置の義務が生じたためであり､ その















に降りるのが面倒｣ ｢疲れているときに階段を上がりたくない｣ などの意見が見られたが､ 平
屋建てで､ すべての行為が１階ですまされるのであれば良いが､ 着替えを収納する場所によっ
ては､ たとえ１階に浴室があっても､ 必要な着替えを２階に取りに行かなければならないこと




往復することで､ 一部の家族にとっては ｢楽な暮らし｣ が実現できているのかもしれない｡ ま
た､ ２階建ての住宅に暮らす学生ばかりではなく､ マンションなど単一階に暮らす学生が多い
ため､ 階段を利用してのくらしに想像がつかないことも考えられる｡




｢汚れて帰った時にすぐに入浴できる｣ (27％) という項目には､ ｢雨にぬれて足が汚れる｣




｢２階に浴室を設置する｣ ということが同時に ｢２階に洗面所やトイレを設置する｣ ことと
同義であると考えたと推測される回答も多く23％に見られた｡ ｢１階に洗面所がないと不便で






また､ 19％の人が回答した ｢入浴後飲食したいからリビングやキッチンの近く｣ を望む声も
見逃せない｡ ｢入浴後に何か飲みたい｣ というものだけでなく､ ｢入浴後リビングでくつろぎた
い｣ という意見も加えたものではあるが､ 夕食の前後にお風呂に入ってから､ 寝るまでの時間
をゆっくり過ごす生活スタイルが多いように感じられる｡
｢高齢になった時｣ や ｢体の弱い人｣ には階段がつらいとする意見は､ ３世代が同居する住



















水回りは一か所にするものではないか｣ ｢トイレや洗面所も２階になると不便｣ が目立つ｡ 少




浴室を１階でも２階でも ｢どちらでもよい｣ と答えた者は､ 考えることが面倒で ｢どちらで
もよい｣ のではなく､ １階にも２階にも良いところがあり､ ｢どちらか選びにくい｣ と考えた
ようである｡ 複数回答の理由の中には､ ｢一階がよい｣ の理由として多かった ｢騒音が心配｣







ところ､ ほぼ同数であることが分かった｡ 今回の調査からは､ どのような層がこのグループに
属しているのかが分からないが､ 柔軟な考え方をする層の存在がうかがえる｡
６. 浴室は２階がよい理由
浴室は２階のほうが良いと答えた８名中､ ２名は ｢１階をお客のためのスペース｣ であると
し､ ｢２階に家族のすべての生活をまとめる｣ と答えたため除外すると､ ６名しか純粋に２階
に浴室を配置したいと考えた学生は存在しない｡ しかし､ ２階に浴室を配置したいと考えた学










ラン集の送付を依頼したところ､ 数社６のプラン集を得ることができた｡ 浴室が１､ ２階にあ
るような２世帯住宅や､ たとえ２階建てであっても家族の生活がすべて同一階にまとめられて
いるような職住一体型の住まい､ それから比較検討の難しい３階建の住宅を除いて各住宅平面
図 (以下プラン) の考察を行った｡ 表１に示すように､ 最新版のプラン集を見てみると､ ２階
建ての核家族向けプランの場合､ 浴室の配置に着目すれば次の４種類に分類できる｡ まず ｢従
来型｣ として､ １階がパブリックゾーンで浴室も１階にある間取りである｡ そして２つ目は
｢反転型｣､ 従来型とは逆に２階にすべてのパブリックゾーンがあり､ １階には私室の集まるも






あるもの｡ そして最後は ｢２階浴室＋従来型｣ の名称をつけたが､ 従来のように１階にパブリッ
クスペースがあり､ ２階に私室があるものの､ 浴室は２階にある場合である｡
各メーカーともに､ 従来型の１階にパブリックゾーン (浴室含む) があり､ ２階に私室があ
るプランは最も多い｡ またメーカーによっては､ ほとんど従来型のものしか示していない社も
あるものの､ 従来型と同じくらいの比率で､ 寝室と同じ階に浴室を配置し､ パブリックゾーン
ではなく､ プライベートゾーンに浴室を配置している例が増えていることは注目すべきところ
である｡ 表１の中で､ プレハブメーカーごとにその事例数を比較した場合､ 特に注目すべき数
を示すものを網掛けにしているが､ 社の ｢反転型｣ タイプ､ 社の ｢１階浴室＋反転型｣ の






社 社 社 社 社 社 社
従来型 3 6 18 3 22 3 45
反転型 1 3 2 0 1 0 2
１階浴室＋反転型 1 1 10 1 0 0 0



























































































カーのプランにおいては､ 自由度の高いプランが登場しており､ その中に､ 浴室の位置もプラ
イベートゾーンに位置するものが増えていることを確認できた｡ メーカーによる違いについて





住宅内では､ 洗濯物をどこに干すのかによって､ プライバシーの侵害の問題が生じる｡ このた

























１ ｢新・住居学－生活視点からの９章－｣ 渡辺光雄・高阪謙次編著 ミネルヴァ書房 38
｢住まい15章｣ 住まい15章研究会編 学術図書120によると､ 昭和21年から福岡の地方新聞で掲載
のはじまった ｢サザエさん｣ は､ いくつかの新聞を経て､ 昭和26年より朝日新聞朝刊に掲載され､
ありふれた日本の庶民の暮らしを題材にして多くの共感を呼んだ｡ 当時の暮らしを知るものとして､
経済学や民俗学の題材となることもある｡ 間取りについては､ テレビのアニメから想像した間取り
として ｢芸術新潮｣ (19867掲載) によるもの｡
２ ｢住まい15章｣ 住まい15章研究会編 学術図書121および 	
3
839638338333838738236794によると､
昭和５年から米国で掲載されていたマンガ ｢ブロンディ｣ は､ 昭和24年から朝日新聞朝刊に連載さ
れ､ 1940年代のアメリカの一般家庭の様子を伝えるものとされている｡

















浴室ユニット ｢バスオール｣ が誕生､ 昭和41年にバランス式ガス風呂釜が住宅公団に採用となった
ことが年表としてまとめられている｡ この時期の浴室の開発・発展は目覚ましい｡
６ ｢積水ハウス｣ ｢ミサワホーム｣ ｢パナホーム｣ ｢へーベルハウス｣ ｢三井ハウス｣ ｢住友林業｣ ｢トヨ
タホーム｣ の７社から最新版の間取り集を送付していただいた｡ その中で､ ２階建て核家族用の住
宅の間取りについての検討を行った｡
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